
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

学校だより 校訓 ≪やさしく かしこく たくましく≫ 

 

 

 

 

教育目標  「ひとみ輝く，喜念心清らっ子を育てる」 
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 内科検診や耳鼻科検診，歯科検診等，学

校における健康診断が概ね終わりました。

それぞれの結果については，その都度，保

健室からお知らせをしていますが，病気や

病気の疑いがあった場合には，可能な限り

早く，検査・治療のため病院受診をしまし

ょう。 

 身体の不調があれば，学習や運動，日々

の生活に支障をきたします。日々を元気に

過ごすためには，やはり，治療が必要です。 

あわせて，早急に病院受診を行うこと

は，子供たちに「身体の不調がある場合は

放っておかず，通院し治療を行う。」という

大切な考え方を伝え 

る機会にもなります。 

日々を元気に過ご 

すため，また，子供 

たちの将来の病気に 

対する判断基準を養 

うため，早期の病院 

受診を心がけましょう。 

＜６ 月＞ 

１日（土）運動会（体育館にて実施） 

２日（日）運動会予備日 

３日（月）運動会振替休日 

４日（火）歯と口の健康週間（～10日） 

５日（水）交通安全指導日（平山さん） 

防犯教室 

新校舎落成を祝う会実行委員会 

 ６日（木）はこぶっく 

７日（金）水泳学習① 

パワーアップタイム 

８日（土）土曜授業日，体力テスト 

１０日（月）健康チェック，ノーメディア 

１１日（火）幼保小連携部会 

１２日（水）学力アップ週間（～2１日） 

      PTA役員会 

１３日（木）パワーアップタイム 

１４日（金）水泳学習② 

１６日（日）クリーン作戦 

２１日（金）水泳学習③ 

２３日（日）読書の日，ノーメディア 

２６日（水）授業参観，学校保健委員会 

      全体PTA，学級PTA 

２８日（金）水泳学習④（発表会） 

 

 

5/26（日）に，愛校作業を行いました。保護者・子供たち・教職

員が力を合わせ，運動会に向けた体育館清掃を中心に活動しました。

日頃はなかなか行き届かないところまで清掃することができ，すみず

みまで体育館を整えることができました。保護者の皆様には，運動会

前に，安全できれいな環境づくりに尽力いただきまして．心より感謝

申し上げます。 

 

 

 

【記事作成者…６年 元山 里莉】 

6/1（土）に運動会があります。そのため，わたしたちは毎日，練

習をしています。特に力を入れているのが，応えん合戦です。昼休み

も，各チームそれぞれ練習をしているからです。今年も，去年と同じ

で，運動会は体育館であります。去年の運動会に負けないぐらいの，

熱くもり上がる運動会にしたいです。そして，小学校最後の運動会を

楽しみたいです。 

 

 

 

5/11（土）に，風水害時を想定した引渡し訓練を行いました。新

校舎となって初めてとなる引渡し訓練のため，昨年度までとは異な

る方法での実施でしたが，保護者の方々の御理解・御協力のもと，ス

ムーズな訓練を行うことができました。「安心・安全な学校」である

ために，常に危機意識を持ち，不測の事態に備えますので，今後とも

御協力をよろしくお願いいたします。 

 

早期の病院受診を 

緊急時の引渡し訓練

愛校作業 

「どうする？」 
校 長 平山 啓  

 

６月１日（土）の運動会に向けて，子供たちは，日々，練習に励んでいます。特に，応援練習においては，「どうす

ればよりよい応援になるか？」「どうすれば楽しい応援になるか？」といった観点から，紅白のメンバーそれぞれで

アイディアを出し合っています。替え歌やダンス，三・三・七拍子など，当日は，精一杯の演技を披露してくれるは

ずです。 

運動会に並行して，子供たちは，１１月に実施予定の「新校舎落成を祝う会（仮称）」に向けたアイディア出しも行

っています。現在，高学年の子供たちは，「来場者全員が楽しめるように」との観点で，とある企画を思いついている

ようです。日々の学習もあり，運動会の練習もあり，個人的な習い事等もある忙しい状況で，来場者の思いを考えな

がらアイディアを出してくれていることを，とてもありがたく思います。また，頼もしく思います。 

 

この世の全ての仕事の価値は，他者貢献にあると信じます。自らの業務を通じて，業務の対象となる方々の笑顔を

引き出したり，不便を解消したり，満足感を感じてもらったりすることが，仕事の本質ではないでしょうか。 

子供たちは，将来，何らかの仕事に就くはずです。それは，生活の糧を得るという側面もあります。しかし，それ

以上に，自らの業務を通じて，「わたしは誰かの役に立っている」ことを感じ，自らの存在価値を実感できるなら，そ

の子の人生は充実感に満ちたものになるように思います。 

 

社会は移り変わっています。かつては，「一定の能力を有した人材」「定められ 

た指示を達成できる人材」が求められました。これから先は，「当事者意識をもっ 

て，自分自身で能力開発ができる人材」「当事者意識をもって，他者と対話をしな 

がら，合意形成ができる人材」が求められるものと思われます。他者のために， 

いったい自分に何ができるかを当事者として考えて行動し，ひいては自らの存在 

価値を実感できる子供たちを育みたいと強く思っています。そのために，「どうす 

る？」「どうしたい？」「どうするべき？」と，子供たちに投げかけ続けていきます。 

 

 

4/26（金）に，「１年生を迎える会」と「春の１日遠足」 

を行いました。１年生を迎える会は，児童会が企画・運営を 

しました。始めは，緊張が見られた１年生ですが，各学級の 

出し物やプレゼントに，素敵な笑顔を見せてくれました。そ 

の後，１～４年生は春の１日遠足に出かけました。絶好のコ 

ンディションとはいきませんでしたが，天気と相談しながら， 

体育館や喜念浜で楽しみました。みんなで楽しく遊ぶことが 

でき，心からの笑顔が咲き乱れました。 

 

 

 

 

 

どうやって 

喜んでもらおう？ 

１年生を迎える会，春の１日遠足 

児童の記事「運動会に向けて」 


